






研究目的 

新生児黄疸における皮膚ビリルビンの重要性は基礎的ならびに臨床的研究により色々と示

唆されてている。私は経友的ビリルビン濃度測定法,ミノルタ黄疸計を用いて正常成熟新生

児を対象として経皮的ビリルビン濃度測定値(以下 TcB と略す)と血清総ビリルビン濃度

(以下TBと略す)ならびにアンバウンドビリルビン濃度(以下UBと略す)を測定し,これら3

者間の相互関係について報告して来た。即ち前額部,胸部,胸骨部での TcBと血中 TB ならび

に UB との間にはそれぞれ大変良好な正の相関関係にあることを示した。 

今回は病的状態,特に核黄疸危険増悪因子を有する児での TcBと TB との動態を観察するこ

とにより皮膚ビリルビンの役割と意義について検討する。 


